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１ 開会 

 

皆さんおはようございます。 

会議を開会する前に、本日の会議資料の確認をお願いいたします。本日の資

料は、事前に委員の皆様に郵送にて送付させていただいております。 

まず、本日の会議の次第でございます。 

資料１ 久喜市市内循環バスの利用状況 

資料２ 久喜市デマンド交通（くきまる）の利用状況 

資料３ 久喜市市内循環バス停留所の移動について 

資料４ 久喜市市内循環バスの運行経路の一部変更について 

資料５ 久喜市デマンド交通（くきまる）の乗降ポイント（目的地）の追加に

ついて 

資料６ 久喜市市内循環バスアンケート調査の実施について 

以上でございます。不足等ございましたら、事務局へお声掛けくださいますよ

うお願いいたします。 

それでは、ただいまから、平成28年度第2回久喜市地域公共交通会議を開催

したいと存じます。 

久喜市地域公共交通会議条例第7条第2項により、久喜市地域公共交通会議

は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない旨、規定しておりま

す。 

本日は、25名中、18名の方に出席をしていただいておりますので、本会議が

成立していることを、まずもってご報告させていただきます。 

なお、斉藤委員さん、稲葉委員さん、関委員さん、鈴木委員さん、鶴岡会員

さん、明野委員さん、今村委員さんにおかれましては、本日欠席のご連絡をい

ただいております。 

また、本日は、朝日自動車の高橋委員さんの代理として石倉様、増田タク

シーの増田委員さんの代理として常見様、関東運輸局埼玉運輸支局の柳瀬委員

さんの代理として六所様、埼玉県交通政策課の能勢委員さんの代理として畦地

様にも、お越しいただいております。 

なお、本日の傍聴者は、３名（その後４名となる）でございます。 

それでは、次第に基づきまして、会議を進めさせていただきます。 

会議の開催にあたりまして、森田会長からごあいさつを申しあげます。 

 

２ あいさつ 

 

皆様、改めましておはようございます。 

本会議では会長を仰せつかっております久喜市市民部長の森田でございま

す。委員の皆様には、ご多用の中、平成２８年度第２回久喜市地域公共交通会

議にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます 

さて、本日の地域公共交通会議でございますが、市内循環バスとデマンド交

通の利用状況や運行内容の一部変更、また、市内循環バスに関するアンケート

調査に関しまして、各種資料をご用意させていただいたところでございます。

委員の皆様方におかれましては、これらを参考にしながら、忌憚のないご意見

等をいただきたいと考えているところでございます。 
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河原委員 

 

今後とも、本市の地域公共交通に対しまして格別なるご協力を賜りますよう

お願いし、開会のあいさつとさせていただきます。それでは、よろしくお願い

いたします。 

 

ありがとうございました。久喜市地域公共交通会議条例第７条第１項の規定

により、ここからは会長に議長をお願いしたいと存じます。森田会長、議事の

進行をお願いいたします。 

 

はい。それでは、暫くの間、議長を務めさせていただきます。皆様方のご協

力をよろしくお願いします。初めに会議録の署名委員についてでございます。

今回の会議録署名につきましては、前回会議からの順番ということで、柏崎委

員さんと千葉委員さんのお二人にお願いしたいと存じます。どうぞよろしくお

願いします。 

 

３ 議題 

（１）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の利用状況に

ついて  

 

それでは、次第に基づきまして、議事を進めさせていただきます。本日は、 

議題（１）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の利用

状況について 

議題（２）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の運行

内容について 

議題（３）その他 

となっております。 

議題（１）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の利用

状況について。まず、資料１について、事務局から説明をお願いします。 

 

 ≪資料１説明≫ 

 

 ありがとうございました。ただいま、事務局から資料１につきまして説明が

ございました。市内循環バスの利用状況でございます。このことに関し、ご意

見ご質問等ございましたらお受けしたいと思います。いかがでしょうか。 

 

 全体で言えることなのですが、今年度７月８月は、利用者数が４桁で落ちて

いるのですが、何か原因はあるのでしょうか。 

 

 事務局の方で分かりますか。 

 

 特にこの原因がというものではなく、いろいろな要因が複合的にからみあっ

た結果なのかなと思っております。では、どういうものがあるかということで

ございます。本日欠席しております運行事業者である協同バスの鈴木委員さん

ともお話はしたところではございますが、例えば、夏場ですので、体育館での

イベントの開催、前年度と比較したりとか。これ一つというふうには言い切れ

ないところではございますが、一方で、９月は、９０９人増えておりますの

で、なかなか読みきれないというようなことを、お話させていただいたところ

でございます。答えになっているか分かりませんが、そういったことを、運行

事業者さんとお話をさせていただいたところでございます。 

 

 今年は、夏場暑かったから、外出するのを控えた方がいらっしゃったのかな

と思います。私の方の団体の中にも、暑いときはなるべく外に出ないようにし
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ているという方もいらっしゃるので、そうかなと思いました。 

 

 この会議の委員にもなっている運行事業者の協同バスの鈴木委員さんとも話

をして、明確な理由というのは難しいということも聞いていますが、なかなか

特定できないという状況であるようでございます。他にございますか。 

 

 市内循環バスの利用者数を見てみますと、平成24年度から28年度、それほど

差が無いですよね。この利用者は、大体同じ方が利用されていると思うのです

が、バスを利用していただく人数は、平均すると循環バスとして多い方なので

しょうか、それとも少ない方なのでしょうか。それから、民間のバスさんもあ

るから、そのへんのバスの利用度というのは、どのくらいの利用度を皆さんし

ているのか。同じような人が大体使っているのかなという感じなのですが、こ

れ以上の人を増やすには、どういうふうにしていったらよいか。また、減らし

てしまうとどうなのかと、いろいろあるのですが。この数字というのは、妥当

な数字なのでしょうか。どうなのでしょう、もっと増えていく可能性は見える

のでしょうか。どの路線も、前年度と大体同じで、さほど差がないのですよ

ね、利用している人たちの。利用度、利用率は。 

 

 なかなか難しいご質問かと。１日あたりの利用者数は、530人とかで推移し

ているところを見ますと、大体、こういった方たちが利用されているのではな

いかというのは、推測なのですが。 

 

 バスの特徴といいますか形態としまして、デマンド交通とは違って登録制で

はございませんから、どの方が利用しているのかということを把握していない

ということが、実情としてはございます。この年間約150,000人という数字に

つきましては、資料の１ページにございますように、平成25年度に一時的に少

なくなっております。この平成25年度といいますのは、デマンド交通の導入と

共に市内循環バスの路線の見直しも行いました。路線の見直しを行えば、時刻

表も変わったりとかしまして、地域のご利用の方の使い勝手が変わってしまっ

た。その後、平成26年度、27年度、そして28年度の９月までを見ますと前年度

実績を上回っているということではありますので、回復傾向といいますか、利

用者がバスの時刻に合わせていただく、慣れてきていただいたということで、

少しずつ地域に浸透してきているのかなと思います。 

この150,000人が多いか少ないかということにつきましては、何と比べるの

かということもございますので、分からないところではあるのですけれども、

単純に考えますと久喜市の人口が150,000人ですので、市民の方全員が年１回

利用していることになります。これも、答えになっていないのかもしれません

が、そういうふうに考えているということでよろしいでしょうか。 

 

 担当課としても、なかなか難しい質問だったかと思います。 

 

 数字的には、ずっと変わらないですよね、さほどは。利用者のデータが出て

ないといってますけど、バス会社さんからの請求もあるし、いろいろなものも

あると思うので、久喜市市内循環バスとして、今後、こういう形で進めていく

のは、もう少しこれからの課題になるかと思うのですが、利用者を増やすとい

う方向に持っていくことになると、もっともっと数字的なものが増えていくと

なると、バスの利用者が増えることによって、循環バスの活用が増えることに

よって、皆さんの足が、どんどん外へ出て行く方向になると、いろいろな形で

発展していく可能性もあると思うので、このへんのところは地域活性を考える

と、もっと多くの人に利用できるような方向にもっていくことが大事ではない

かなという考えがありましたので。 
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お話としては、承っていきたいと思います。それでは、他にございますか。

よろしければ、次に移らせていただきたいと思います。 

 それでは、資料２について説明をお願いします。 

 

 ≪資料２説明≫ 

 

ありがとうございました。ただいま、事務局から資料２につきまして説明が

ございました。デマンド交通（くきまる）の利用状況でございます。このこと

に関し、ご意見ご質問等ございましたらお受けしたいと思います。いかがで

しょうか。 

 

 素朴な疑問なのですが、４ページを見ますと、年代別利用者数ということで

す。特に、平成28年６月からという訳ではないのですが、70代、80代の利用が

すごく多いということは、デマンド交通を使って元気に外出している70代、80

代の方が多くいらして、いいことだなと思っています。その素朴な疑問なので

すが、０歳代というのが、110人とか100人ラインでいるのですが、多分、その

ママである20代、30代が少なくて、それがどうしてかなと思ったところで、分

かりましたら教えていただきたいのですが。 

 

事務局お願いします。 

 

 ０歳代といいますと、未就学児とか１歳未満の小児、赤ちゃんは一人では乗

れませんので、例えばお母さんとかは介添者として、予約上の介助者としてカ

ウントするというような統計の取り方をしていると。割引適用の関係もござい

ますし、システム上、介助者分の座席を確保する必要がございまして、お母さ

んが介助者という扱いになったりしますので、そういった統計の取り方でやっ

ておりますので、必ずしも０歳代と20代、30台の数字が同じようになっていな

いのかなと。数字の取り方ということで解釈をいただけれればと思います。実

態とは違った数字なのかもしれませんが、そういう集計の仕方をさせていただ

いているということでご理解いただければと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 

 他にございますか。 

 

 デマンド交通は、市内循環バスに比べますと順調に利用者数が伸びてきてい

るのですけれども、伸ばすための取り組みというか、広報に力を入れたとかの

要因はあるのでしょうか。 

 

事務局お願いします。 

 

 例えば、今、広報というお話をいただきました。広報につきましては、以

前、この会議の委員の方からご意見をいただきました。予約を取るときは、

「何月何日の何時の便だけ」という前提ではなくて、２～３便の余裕を持った

上で予約をしてくださいと。そうすれば、もう少し柔軟に対応できるのではな

いかといったご意見をいただきましたので、そういった内容を広報とホーム

ページに載せました。ですから、１便だけの予定ではなくて、たとえその便の

予約が取れなかったとしても、その前後で予約を取っていただけるとか、とい

うこともあるのかなと考えているところでございます。そのような市民周知を

図ったところでございます。 
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 また、平成28年４月から、80歳以上の方の利用料金を半額にいたしました。

先程、中村委員さんからもお話をいただきましたが、資料４ページの一番上、

80歳代の利用割合を見ていただければと思うのですが、平成28年４月以降の平

均は34％。それと比べまして、３ページの平成27年度平均は30.7％でございま

すので、割合が高くなっていることもございます。このことは、利用料金が半

額の150円になったということで、利用しやすくなったのかなと思うところで

ございます。 

 このような視点での分析をしているところでございます。 

 

 重ねてになりますが、利用者が伸びるということで、５ページのところで予

約が取れなかった件数を今回から出していただいているところです。８時から

１１時台あたりが取れない時間帯として集中しているのかなと思います。この

へんについての対策といいますか対応は考えているのでしょうか。 

 

 予約が取れないことへの対策ということでよろしいでしょうか。 

 

 具体的に何を考えているということはない、というのが実情でございます。

どうすれば、予約を取れなかった方を解消できるのか。いろいろなやり方があ

るのかとは思いますが、まずは、先ほど申し上げたような、予約の取り方の工

夫ですとか、そういったことをよりていねいに周知していくことは、必要なの

かなと思っております。では、これを根本的にどう見直していくのかといいま

すと、特段これをやっていくという考えは今のところはない、というのが実情

でございます。 

 

 予約が取れないという問題は、やはり、便数の問題がございますので、なか

なか直ぐには対応できないのかなと。ただいま事務局からお話がありましたよ

うに、特定の時間ではなく、前後についても余裕を見ていただくとか、ご利用

していただく方にそのような工夫をしていただくとか、そのことで、多少は解

消されていくのではないかとも思います。 

 

 今の予約が取れなかった件数は、第一希望が取れなかった数字なのでしょう

か。さっき言ったような、時間をずらして取れた場合は、件数には入らないの

でしょうか。 

 

 集計作業といたしましては、予約センターのオペレーターの方にお願いして

おります。カウントの仕方としては、第二希望でも予約が取れれば、取れたと

いうことで集計しております。人によっては何パターンもあったり、例えば５

パターンお示しされ、その中から１つ予約をするとか。それで駄目であった

ら、５回とカウントするのかとか、そういうこともございますので。カウント

の仕方としては、１回電話をした方がオペレーターさんとのやり取りの中で予

約が取れた場合には予約が成立したという考え方で、集計しているところでご

ざいます。 

予約業務をお願いしている明野委員さんの方から説明があればよかったのか

と思いますが、残念ながら本日は欠席でございます。出欠確認の際、この統計

についてもお話をさせていただいたところではございます。 

 

 前回、私の方からお願いして準備していただきまして、ありがとうございま

す。この予約が取れなかった件数なのですけれども、今、表を見比べてみます

と、大体１割程度だと思うのですね。もともと、このシステム自体の設計が、

大体90％の予約が取れる、不成立になる方が１割くらい出るだろうという想定

でやっていますので。確かに利用者が増えることによって、不成立の方も少し
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田嶋委員 

増えてきてはいますけれども、現在のところ、それほど大きなシステム的な問

題があるという感じではない、そういう状況に陥っている状態ではないと思い

ます。 

あと、今後の対策のところでお話がありましたけれども、一つのエリアで

走っている車両の数は１日固定になっていると思いますので、混む時間帯に少

しシフトして、空いている時間帯は車両数を減らすとか、いろいろな方策がこ

れから考えられると思いますので、事務局の方でも、そういった点を考慮しな

がら、ご検討いただければと思います。 

 

 他にございますか。よろしければ、次に移らせていただきます。 

 

（２）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の運行内容に

ついて  

 

 議題（２）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の運行

内容についてでございます。 

 はじめに、資料３について、事務局から説明をお願いします。 

 

 ≪資料３説明≫ 

 

 資料３でございますけれども、前回の会議の際に、警察との協議を経て実施

していくという条件付の形で皆様方の合意をいただいたところでございます。

今回、警察の方との協議が調いましたので、改めまして資料を提供したという

ことでございます。それでは、資料３に関しまして、ご意見・ご質問等ござい

ましたらお願いいたします。 

 

 この移動する理由というのは、どのようなことなのでしょうか。 

 

 資料３の（２）のところに、「利用者等の安全確保のため」と記載してござ

います。交差点に近い停留所を少し遠くして、交差点付近での安全確保に努め

ていくということでございます。 

 

 市内循環バスではないのですが、停留所の移動について気になったところが

一つあったので、菖蒲地区のモラージュのところにあるバス停です。朝日バス

さんの大久保という停留所ですけれども、そこが道路すれすれの停留所。そし

て、モラージュのところの信号を渡るとすぐに停留所があります。交差点から

すぐなのですよね。モラージュのところは、バスが停車してしまうと、交差点

の安全確保ということでお伺いしたのですが、すごく危険ではないかというと

ころで、警察とバス会社さんが、停留所は安全確保って言っていますけれど

も、あそこは安全確保になるのかなというところをお伺いしたかったのです。

あそこの交差点は、左折する車と直進する車があるので、バス停でちょっとも

たもたすると車が横を通れませんから、そのまま渋滞になってしまっている訳

ですよね。何の渋滞かなと思ったら、バスを乗降する人が多いと、バスがずっ

と止まっているから、信号が変わっても車が通れない。ですから、もう少し移

動していただければ、もっと安全になるのかなと常に感じていたので、今、こ

のお話をさせていただきました。危ないので、もう一度警察と現状を見ていた

だきたいなと思っていますので、よろしくお願いします。 

 

 モラージュの目の前のバス停のことでしょうか。 

 

 久喜方面から菖蒲仲橋に行く停留所ですよね。 
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足立委員 

 

 

小川委員 

 

 

 

足立委員 

 

 

 

 

森田会長 

 

 

石倉氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足立委員 

 

石倉氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田嶋委員 

 

石倉氏 

 

 

森田会長 

 

 

 

 

 そうです。ポールがずっとたっているから、脇に抜けないから。何であそこ

を停留所にしたのか分からないのです。 

 

 恐らく、当初は、降りるお客様の予測が、もっと少なかったと思うのです。

詳しくは分かりませんけれども。反対車線は、バスカットがございますので、

バスが入れる。そこは、お客様が結構乗るところです。 

 

 逆に、モラージュから久喜方面に行く方は、バスが止まってしまうと、車で

出るときにバスで向こうから来る車が見えなくて危ないと。だから、あの辺の

ところが非常に危ない。市内循環バスのことではないのですが。安全確保とい

うことでは、交差点の見直しということで、お考えいただければと思います。 

 

 朝日バスさんの方でお持ち帰りいただきまして、ご検討いただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

 モラージュ前停留所でよろしいですか。経緯といたしましては、当時、モ

ラージュさんができて反対側は何もなかった。その時に、バス停を設置しまし

たので、バス停の方が先にあったのです。その後、開発されて今の形になって

います。モラージュさんと一緒に、ここにしようかという協議の上で、現在の

位置になっています。当然、警察協議を行いまして安全確認をして、あと、道

路管理者とも申請を行っています。また、周りが後から開発になったというこ

とで、当初はあそこでよかった。今の段階では、もう一度調査します。他の大

久保停留所に関しましても、バス停があって、後から開発があっていろいろ問

題が生じるということもございます。これは、この停留所だけの話ではござい

ませんが、確認はさせていただきますけれども、経緯としては、そういうこと

でございます。 

 

 圏央道ができてから交通量が増えましたし、トラックも増えたので。 

 

 最初は、真ん中のポールもなかったですよね。あれは、安全確保のためにお

いていただいたものです。 

 バスが止まれば、どうしても渋滞はしてしまうのですけれども、逆に、お客

様の利便性、あと、歩行者が渡るところがないとか、そういったところは、な

かなかバス停の位置が決められないのです。隣の大久保停留所もですね、危険

であることは分かっていますけれども、地先の方が「うん」と言ってくれない

のです。「バス停を置かせてください」と言っても、「駄目です」と言われて

しまうと置けないということもございます。そういった点も十分ご理解いただ

ければと思います。大体、バス停は、近くにあればいいのですけれども、家の

前はヤダよと、最近、特に嫌われてしまいます。そういった問題もありまし

て、なかなか置かせていただけないということがございます。 

 

 確か交差点から30メートル離さなくてはいけないとかあるのですよね。 

 

 そういった点を事前に警察の方に見ていただいて、意見をいただかないとい

けません。 

 

 ありがとうございました。そのようないろいろ難しい点もあるということで

す。朝日バスさんの方でも、そういった点も把握されているということでござ

いますので、よろしくお願いをいたします。 

 他にございますか。よろしければ、次に移らせていただきたいと思います。
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事務局 

（大島担当主査） 

森田会長 

 

 

 

 

 

 

 

森田会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

森田会長 

 

 

 

 

 

森田会長 

 

 

 

 

 

 

 

森田会長 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

森田会長 

 

 

 

 

 

田嶋委員 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

 

 

資料４について、事務局から説明をお願いします。 

 

 ≪資料４説明≫ 

 

 ありがとうございました。資料４につきましては、市内循環バスのコースの

若干の変更ということでございます。より安全性のためのコースの変更をした

いと。このことにつきましては、この会議の協議事項となるものでございま

す。ただいまの資料４につきまして、ご意見ご質問等がございましたら、お願

いいたします。 

 

 ≪「ありません」と言う人あり≫ 

 

よろしいでしょうか。それでは、資料４について、この会議として意見がま

とまったということで、取り扱いをさせていただきます。今後、事務局及び運

行事業者の協同バスさんの方で、事務的な手続きを進めさせていただきますの

で、よろしくお願いします。 

続きまして、資料５についてでございます。資料５の説明を事務局からお願

いします。 

 

 ≪資料５説明≫ 

 

 ありがとうございました。資料５に関しまして、乗降ポイントの追加と住所

変更、名称変更についての協議でございます。ご意見ご質問等がございました

ら、お願いいたします。 

 

 ≪なし≫ 

 

それでは、資料５について、この会議として意見がまとまったということ

で、取り扱いをさせていただきます。今後、事務局と運行事業者の菖蒲タク

シーさん、栗橋野本タクシーさんの方で調整を行っていただきまして、市民周

知や運行準備を進めていただく予定でございます。 

それでは、議事を進めさせていただきます。 

 

（３）その他  

 

議題（３）その他でございます。事務局からの説明をお願いいたします。 

 

≪資料６説明≫ 

 

 資料６でございますが、市内循環バスに関するアンケート調査を12月に行い

たいということでございます。集計結果につきましては、今後のこの地域公共

交通会議の中で会議資料として活用していきたいというような内容でございま

した。このことに関しまして、ご意見ご質問等がございましたら、お願いいた

します。 

 

 無作為抽出をした1,500人といいますと、栗橋や菖蒲も入る訳ですよね。 

 

 市内循環バスの運行区域ということを考えますと、久喜地区と菖蒲町三箇地

区、わし宮団地で運行しております。また、人口の地区別の割合ということを

考えますと久喜地区にお住まいの方を多めにお願いしたいということを考えて

います。 
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田嶋委員 

 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

 

 

 

田嶋委員 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

田嶋委員 

 

 

足立委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

 

 

 

 

 

森田会長 

 

 市内循環バスについてのアンケートですから、そうすると見たこともないと

いう人が選ばれてしまう。 

 

 それはそれとして、知らないという事実を把握したいという思いもあります

ので、例えば、「知っていますか、知らないですか」というような質問をし

て、知らない人に対して、今度、どのようにピーアールをしていくとか、そう

いったことでの活用もしていきたいなと思っています。 

 

 久喜地区の方を重点に実施しないと。 

 

 割合としましては、久喜地区の方を多めにしたいと考えています。 

 

 無作為だから、みんな知らない人というか半分がそれだと困るなと思いまし

て。わかりました。 

 

 アンケートをとるのはすごく大事なことなので、このあと、ホームページと

か広報とか地域公共交通会議の資料とかでご紹介するということなのですけれ

ども、内容的なことをお聞きします。市内循環バスを無作為で抽出した地域の

人にお知らせすることは大事なことなのですが、その中の市内循環バスの運行

経費についてです。民間のバスと比べると、ペットボトルの値段より安い訳で

すよ、正直、運賃が。お知らせしていったときに、市内循環バスを利用してい

る皆さんにお願いをしてアンケートを取っていく訳なのですが、民間のバスさ

んも大事なので、そういうところに影響を与えないようなアンケートをとって

いかなければならないと思うのです。やっぱり共存共栄といっても、利便性を

考えたときに、「民間バスを考えた上での市内循環バス」というふうにしてい

かないと。やはり私の考えとしては、「７は民間で、３が市内循環」でいいと

思うのです。そのくらいの関係でアンケートをとっていかないと、今後、アン

ケートをもとに公共交通等を進めていく訳ですので、そのへんの内容的なもの

を私たちにも本来なら見せていただきたい。こういった形で進めていきますよ

と思ったものですから。アンケートができている中で進めていく訳ですから、

このへんのところはアンケートのすごく大事なことと、ホームページと広報で

公表するのですから、今後のこともありますので、大事な部分をきちっと踏ま

えた上のアンケートをとっていかなければいけないかなと思うので、そのへん

のところの内容をしっかりとしていただきたいと思います。やっぱり、民間バ

スがあって私たちの生活はできているのですから、そういうこともしっかりと

考えた上で、アンケートをとっていかなければならない部分はたくさんあるの

で、市内循環バスをピーアールするのも大事なのですが、そのへんのところも

十分影響しないような状況で、皆さんがバスを利用できる交通網をしっかりと

分かっていただくという方向性のものを作っていかなければ意味がないかなと

私は思っていますので、その辺のところを個人の意見として言わせていただき

ました。 

 

運賃とか経費とかというお話に関しましては、資料６にも記載してございま

すが、運行形態の中で運賃についての設問ですとか、予算額はいくらですよと

かの運行経費についての設問も設ける形で、今準備を進めています。最終的に

は、市長まで打ち合わせを行いまして、今回のアンケート調査を実施していき

たいと思っておりますので、そういったお答えでご理解いただければと思いま

す。 

 

 市内循環バスは、民間バスの補完でありますので、その考えを踏まえた上で
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本多委員 

 

 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

 

 

本多委員 

 

 

 

 

 

森田会長 

 

吉水委員 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

 

吉水委員 

 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

 

吉水委員 

 

森田会長 

 

 

 

柴木副会長 

 

 

 

 

 

 

 

森田会長 

 

 

 

 

 

森田会長 

の循環バスの取り扱いになると思います。 

 他にございますか。 

 

 質問の内容に「日常の外出について」という項目があるのですけれども、ど

のように集計・分析をされていくのか、もし分かればお話しいただければと思

います。 

 

 例えば、どういった用途での外出が多いかとか、その際、市内循環バスを利

用するのか他の交通機関を利用するのかですとか、他には、外出の回数とか目

的とかをイメージしております。 

 

 本日の会議の最初の市内循環バスの利用状況のところで、市内循環バスの利

用者を増やすことができるのかという質問が、足立委員さんからあったかと思

うのですが、たぶん、そこにつながっていくと思います。今言われたような、

移動目的・移動頻度、そのあたりが質問に入っていればいいのですけれども、

もし入っていないようであれば、追加していただければという気がします。 

 

 他にございますか。 

 

 公表の時期は、どれくらいを見ていますか。３月までとか。 

 

 なるべく早く、と思っています。忘れたころにというのも大変失礼な話です

ので、なるべく早くというふうに努力したいと思っております。 

 

 そうですね、先程からの話ですと、これから質問を加えるとかとうこともあ

るでしょうしね。 

 

 職員が集計作業を行ってまいりますので、一定期間はいただきたいというこ

とですが、気持ちとしては、なるべく早くというとでございます。 

 

 わかりました。がんばってください。 

 

 他にございますか。よろしければ、以上をもちまして本日予定しておりまし

た議題は、すべて終了いたしました。 

その他といたしまして、委員の皆様から何かございますでしょうか。 

 

 いつもよりちょっと早めなので、少しだけお時間をいただいて。 

先程出た運賃に関しまして、市内循環バスの運賃やデマンド交通の運賃が、

このままでいいのかというのを、少しだけでも話をしておいた方がいいのかな

というのを、個人的には思ったものですから、いかがでしょうか。 

少し休憩をいただいて、今までの資料をお持ちの方もいらっしゃると思いま

すので、情報を思い出しながらお話しができればいいかなと思うのですけれど

も。 

 

 そういったご提案ですけれども、皆さんよろしいですか。よろしければ、一

度休憩いたしまして、10時55分から再開ということでお願いしたいと思いま

す。 

 

≪何か言う人あり≫ 

 

 では、10時55分から再開したいと思いますのでお願いいたします。 
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森田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴木副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石倉氏 

 

 

柴木副会長 

 

 

森田会長 

 

 

 

大迫委員 

 

 

 

 

 

 ≪休憩後、再開≫ 

 

 それでは、先程の続きということで、その他の中の一つとして、会議を進め

させていただきます。 

 柴木副会長から、デマンド交通と市内循環バスのそれぞれの利用料金につい

てお話がありました。これにつきましては、ここで何かを決めるということで

はございませんが、どういったご意見があるかとかを話し合った方がいいので

はないかというご提案でございます。このことにつきまして、ただいまから話

し合いを進めさせていただきたいと思います。 

 話のきっかけでございますので、副会長からお願いできますでしょうか。 

 

 延長動議をさせていただきましてすみません。 

 まず、市内循環バスの方なのですけれども、バスの路線などの今の運行状況

を鑑みた中で、以前からずっとやってこられたものなので、あくまでも、情報

提供とか意見があれば、改定とかいうのもあるかとは思うのですけれども。 

逆に、デマンド交通（くきまる）の方に関しましては、近隣の地域でもデマ

ンド交通の運行を始めるにあたり、今の金額が、この５か年計画の中で正し

かったかどうかというのではなくて、今の時代にそぐうかそぐわないかという

観点から考えると、今、最低賃金がどんどん上がっていく中で、運行事業者が

時給900円とかで募集しても、最低賃金に近くなりつつあるのですね。来年 

10月にも間違いなく上がります。埼玉県でも840円台が最低賃金ですので、来

年20円とか上がりますと、900円では最低賃金にほとんど近くなってきます。

今の運行事業者の方でも、もっと経費、人件費をかけなければならないような

状況になると思います。今のままでやっていっていいのか、ということも出て

くると思うのです。その前に、一度、こういう会議の場で、皆さんと意見交換

が少しでもできていればいいかなと思いまして、提案をさせていただきまし

た。 

正直なことを言えば私は、これから消費税が上がることを考えると、今の計

画は平成29年度で一旦終了し、次の５か年計画をやっていかれると思うのです

けれど、上げていく方向性を視野に入れた考え方の方がいいのではないかなと

思っています。 

バスの方なのですけれども、朝日バスさんは、久喜地区周辺での平均の価格

で運行していらっしゃると理解してよろしいですか。特段安い運賃で運行され

ている訳では、ないですよね。 

 

 基準値というのがありますので、距離に合った運賃設定をしております。例

えば、久喜菖蒲線が特別高いとか安いとかということはございません。 

 

 ということであれば、デマンド交通（くきまる）の運賃だけでよろしいかと

思います。一人一言ずつ位で回していってよろしいですか。 

 

 デマンド交通の利用料金について、ご意見があればということで、よろしい

でしょうか。全員の方とか、それとも、手上げの方がよろしいか。では、ご意

見がある方は、手を上げていただけますでしょうか。 

 

 前回の時に、消費税が上がる時点で運賃を上げることを考えるということで

まとまっていたという気がしますので、私は、前回に決まったとおりで、その

時点でまた考えればいいかなと思っております。 
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吉水委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足立委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今すぐどうとかっていうことではないのですけれども、利用者はやはり高齢

者が多いですよね。高齢者の生活を考えると、年金生活っていうのがほとんど

なのですよ。ですから、世の中の流れと一緒に考えていくと、弱者の高齢者と

いうのは、本当にデマンド交通も使えなくなっていくのではないかという不安

もあります。ですので、利用料金の据え置きがされればいいのかなと。久喜市

の特徴として、世の中は少し上がっているけれども、うちの場合は弱者にも目

を向けているよ、というような目標を持っていってもらえたらいいなと思って

います。ただ、世の中に合わせるというふうになってくると、ちょっと寂しい

かなと思っています。私の意見です。 

 

 今日の資料６のアンケートの中にも、運行経費についてということが書いて

あります。利用する市民に聴くと、金額は、安ければ安いほど良いということ

で、安い方に○を付けることが多いと思います。私としては、デマンド交通の

利用料金が上がった方がいいという一番の理由が、吉水さんの意見とは逆にな

るのですが、オレオレ詐欺ってありますよね、世の中と違う方向に行ってし

まって、弱者に対して優し過ぎてしまうことが、同じ蚊帳の中に入れないとい

うのでしょうか、今、世の中がどういうふうになっているのかということが分

からないと、だまされてしまうのではないかと、個人的にはと思うことがある

のです。デマンド交通の場合、家から目的地まで連れていってもらえる、その

サービスに対してありがたいと思うことであって、電車を乗り継いで歩いたり

したらこれ位かかるのだということが、きちんと分かる高齢者になっていって

欲しいなと思っています。年齢を重ねるということは、急に高齢になる訳では

なく少しずつなっていくので、やはり、いつまでも皆と同じ環境の中、同じ蚊

帳の中、土俵に乗れるという状態のサービスが大事なのかなと、個人的に思っ

ています。ですので、金額を下げることよりも、デマンド交通を使った時の充

実感とか、受けるサービスも、足が弱くなりますから、時間に遅れてしまう時

があってもそれはいいですよと、そういったところでのサービスを希望してい

ます。 

 

 デマンド交通っていうのは、結局、市民の利便性を考えられて、それから、

交通弱者、または、不便なところを走らせるということから始まっている訳

で、その中で、私はやはり、目的以上の目的を持ってはいけないのかなと思う

のです。あくまでも、そういうところを主にきちっとした上で、料金の設定と

いうのは考えていかなければいけないのかなと思います。前回もお話があった

ように、500円にするか現状維持かってお話をしましたけれども、時代のニー

ズに合わせていかないといけないというのは、私も先程から言っていますよう

に、公共交通ということは、やはり民間交通事業者との交流をよくしていかな

いといけないので、あまりに差があってはいけないと、私は思うのです。です

からそのへんのところを、デマンド交通は何が目的なのか、市内循環バスは何

のために走らせているのかということを考えていかなければいけないので、料

金というのは、そのへんのところをよく見極めた上でやっていかないと、安け

ればいいという訳ではないし、かと言って、高ければいい訳でもない。目的を

持った利用者が、きちっと対応できるようにしていってあげることがもっとも

大事なことではないかなと思います。今回のアンケートの中に、そういういろ

いろなものが入っていると思うので、今後その中で、料金の設定、そして、利

用者がどういう方達が利用していくのかということを。先程もありましたよう

に、デマンド交通の利用者は増えてきています。80歳代の方が増えてきている

ことと、70歳代でも運転免許証を返納した人もいますので、そういう人たち

が、どんどん利用していくと思います。今、シニアカーをどんどん普及させよ

うとか、自動運転ができる車がいろいろ出てきたりしています。そういう中

で、デマンド交通はどうしても必要な方が必要として利用していますので、そ
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のへんのところの料金の設定というところは、よく考えた上でやっていかなけ

ればならないのかなと思っておりますので、今いくらとは言えないので、その

へんのところを踏まえていかないといけないのかな、というのが私の考えで

す。 

 

 皆さんご承知なのですが、もう既に３人に１人は、65歳以上の方になる見込

みになっています。そうなった場合、国としては、全体的に地方公共団体にい

ろいろと指導をしながら協調し合っていこうという時代になると思うのです。

そういう意味で、今後は、各アンケートにしても、ただバッとやるのではな

く、高齢者が３分の１居るよと、その中でのアンケートの比率を深めないと、

意味がなくなるかなと思いますので、そのへんを強調しながら、アンケートを

とっていただきたい。それに基づいて、やがては、運賃との絡みも当然出てく

ると。高齢者が社会を支える時代になりますからね。今は、高齢者は弱者と皆

さん言ってますけれど、65歳は元気なのですよ。高齢者が社会を支えなければ

ならない時代になってきておりますので、そのへんを十二分に発揮して、運賃

が安ければいい、高ければいいという問題ではないと思います。ここにいらっ

しゃる皆さんも、やがては皆65歳以上になると思います。65歳になると、「65

になったなあ、いろいろ考えなければいかんなあ」と、既に遅いのです。今か

ら考えてください。要望という形でお願いしたいと思います。 

 

 先程の足立委員さんの意見とほとんど同じなのですけれども。この会議は、

公共交通というタイトルで開かれていますけれども、高齢化の中で、本当に公

共交通だけでよいのか、福祉としての交通ということも考える必要があるのだ

と思います。 

ほとんどの地域では、この公共交通という見方で、運賃も決めていますし、

そのサービス水準も決めています。多分、ここもそうだと思います。公共交通

の見方からすると、現在の運賃の決め方というのは、路線バス・タクシーとの

調和を取りながら、今の300円を決めてきたのだと思います。300円が良いか悪

いかではなくて、先程の意見にもありましたように、その考え方としてバスや

タクシーとの調和を取りながら決める。そうすると今後は、最低賃金などが上

がってくる中で、多分、バスやタクシーの料金も変わってくると思いますの

で、それを見ながら、当然、このデマンド交通の料金も変えていく必要がある

と思います。 

それと、先程、吉水委員さんからあった弱者に対しての話。公共交通という

よりも福祉寄りの考え方になると思います。福祉寄りの面から見た場合は、恐

らく料金をタダにしても、福祉で高齢者の方が元気になって健康寿命が延び

て、医療費が下がれば、自治体として財政面から見れば、医療費削減効果とい

うのは非常に大きくなりますから、そちらで補完できれば、料金はもっと安く

ても構わない。今後、このへんをどう取り入れていくのかということを少し考

えていく必要があるのかなという気がします。やり方というのは、デマンド交

通というのが、幸か不幸か利用者登録していただいていますので、利用者個人

の属性というのは、かなり正確につかめます。そういった中で、人によって料

金を変えていく。これは、市民の皆さんの合意が取れればの話なのですけれど

も、そういうやり方っていうのも、考えられるかと思います。 

ですので、公共交通としての見方、それから福祉交通としての見方、それら

をこれからこの地域全体の移動手段として、地域の発展に向けた移動手段とし

て、どう捉えていくのかという視点を含めて、考えていったらどうなのかなと

思います。 

 あともう一つ。事業者の皆さんにお願いなのですけれども、先程、自動運転

の話もありましたけれども、これから、自動運転などが入ってくると、かなり

事業体系というのも変わってくると思います。もしかすると、公共交通も福祉
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交通も民間事業として成り立つ時代が来るかもしれません。そうなってくる

と、料金をどう考えるかというのは、民間事業社さん側の発想によって決める

ことになると思います。ちょっと失礼な言い方ですけれども、多分、皆さん

は、今、自動運転で自分たちの事業がどうなるのか考えられていないのかと思

います。すぐに、どうのこうのではないですけれども、これから先、３年・５

年位を想定すると、事業がどう変わっていくのか。例えば、デマンド交通の仕

組みについても、タクシー会社さんから見たら空いている車両をうまく使うこ

とで、もっともっと効率的な事業展開ができる可能性もありますし、そういっ

た面を含めて、運行費用と運賃との関係というのも考慮する必要があると思う

のです。 

ですから最初に言いましたように、公共交通と福祉交通としての自治体の見

方。プラスその先に、民間事業としての運賃と経費、事業自体の収支の関係と

いうことを、次のステップでは見ていく必要があるのではないかなと思いま

す。 

 

 他にいかがでしょうか。 

 

 貴重なご意見ありがとうございました。実際に、私が利用している訳でもな

い中で、ずっとこの会議に参加させていただいておりますが、今使っている税

金というのは、私たちの時代よりも未来の自分の子どもたちにしわ寄せがいく

と思うのです。日本は、高齢社会に入っていて、人口も減っていくということ

が分かっている中で、今、本多委員さんから福祉の交通という、貴重な考え方

を教えていただいたので、２月の時までに自分の意見というのを考えながら、

この会議体に参加させていただきたいなというふうに思いました。 

 たまたま今日は、いつもより早めに議題が終わったので、こういった形でご

意見をいただいたのですけれども、正直、私の気持ちといたしましては、時代

時代に合った料金の体系であるべきだとは思っています。ただ、それをいつ

やったらいいのかということは、「ここからだよ」といきなりやるのではなく

て、皆さんがある程度納得した上で進めるべきだと思ったので、このように真

摯に会議を重ねていきながら料金が決まっていくのがいいのかなと思ったの

で、あえて話をさせていただきました。大変ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。非常に貴重なご意見をいただきました。やはり、

皆さんいろいろなご意見をお持ちであるということが改めて分かりました。恐

らく、市民の方を対象にしたアンケート調査をやった場合でも、いろいろな考

え方が出てくるのかなと思います。事務局といたしましても、貴重なご意見と

して活用させていただきたいと思います。 

 それでは、その他も含めて、本日の会議を終了とさせていただきたいと思い

ます。本日は、どうもありがとうございました。 

 

４ 閉会 

 

ありがとうございました。閉会前に、１点だけ事務連絡をさせていただきた

いと存じます。 

委員の皆様の委嘱期間についてでございます。この会議では、２年間の委嘱

ということでお願いしてございまして、平成29年2月11日をもって任期が満了

となるところでございます。 

それまでの間に、もう一度位、この会議を開催させていただきたいと考えて

おります。開催日時については、現時点では未定でございますが、決まりまし

たら、文書にてお知らせしてまいりますので、ご出席をお願いしたいと存じま

す。 
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（齋藤課長） 

 

 

 

 

それでは、本日の会議を閉会するにあたりまして、柴木副会長からごあいさ

つを頂戴したいと存じます。 

 

 皆さん、大変お疲れ様でございました。私の好きな言葉に、「実力の差は、

努力の差。人格の差は、苦労の差。判断力の差は、情報の差。」というのがあ

りまして、人は、それぞれ選択の岐路に立たされたときに、どれだけ多くの情

報があるのかということが、大事なことだと思います。その中で、本日、デマ

ンド交通の予約が取れなかった件数が、資料に準備され我々に示されたと思い

ます。こういったことも含めて、正しい判断ができるような会議体にしていけ

たらなと思います。事務局の皆様、事業者の皆様には、そういった努力があっ

て、この会議が開催されるに至っているということを感謝申し上げて、閉会の

あいさつに代えさせていただきたいと思います。 

 本日は、大変ありがとうございました。 

 

長時間にわたり、慎重なご審議を賜り、ありがとうございました。 

以上をもちまして、平成２８年度第２回久喜市地域公共交通会議を終了させ

ていただきます。本日は、どうもありがとうございました。 
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会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。(注) 

 

 

     平成２８年１１月３０日 

 

  柏﨑 紀子    

 

  千葉 宣行    

 

 

（注）特に署名等を要しない審議会等については、事務局名を記入する。 


